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   子守歌詞章を談話論の立場から観察する 





    〔1〕単位体の質的把握←構成する単位体を記述する 
           テクストの単位体（要素）・配列（連鎖）やそのバリエ
ーションを記述することによってどのような単位体が
どのような規則で存在しているかを明らかにする 




























  分析の観点 
〔1〕単位体（表現類型・表現類型を構成する要素）の質的把握 
     （１）談話論的観点（構造面） 
【２】表現類型・【３】要素の選択や、その配列（連鎖）のバリエーションを
観察 
     （２）表現法的観点（内容面） 
【３】要素のバリエーションを観察 
   〔2〕単位体（表現類型・表現類型を構成する要素）の量的把握 
     （１）談話論的観点から得られた【２】【３】の地域差を数量的に比較 
      （２）表現法的観点から得られた【３】の地域差を数量的に比較 
                   ↓ 
           子守歌詞章の地域的傾向を明らかにする 




















子どもに対する言語行動 ・・・・・・・・ 表現類型 
おどす ・・・・・・・・・・・・ おどし表現 
甘やかす ・・・・・・・・・・・ 甘やかし表現 
ほめる ・・・・・・・・・・・・ ほめ表現 
けなす ・・・・・・・・・・・・ けなし表現 
くどく ・・・・・・・・・・・・ 口説き表現 
語る   ・・・・・・・・・・・・ 語り表現 





(1) ねんねんころりよ おころりよ  （『日本伝承童謡集成』関東〔東京〕，p2ほか） 
(2) 泣くなよ 泣くなよ             （『日本伝承童謡集成』関東〔埼玉〕，p14ほか） 
(3) おろろやころろ べろろいや      （『日本伝承童謡集成』中部〔石川〕，p169） 
おどし表現とは、子守歌の主題である就寝の指示に従わなかった場合の罰を示して、就
寝の命令に従うように仕向ける表現をさす。例(4)のような表現構造を有する。 
(4) はやく寝ないと     もー（化物）   くっつぉ（来るぞ） 
       ↓          ↓          ↓ 
  仮定条件表現 ＋   Ａ罰として用いる素材  Ｂ  場所の変化 
                          所有権の変化 
                          状態の変化 
                    述部＝罰の与え方 
甘やかし表現とは、子守歌の主題である就寝の指示に従った場合の褒美を示して、就寝
の命令に従うように仕向ける表現をさす。例(5)のような表現構造を有する。 
(5)   寝ると         練り餅       くれてやる 
       ↓            ↓          ↓ 
  仮定条件表現 ＋  Ａ褒美として用いる素材  Ｂ 場所の変化 
                          所有権の変化 
                                                    






(6) この子の可愛さ 限りない   （『日本伝承童謡集成』中部〔静岡・岐阜〕，p95） 





する暗示的タイプのけなし表現である（例 9の「／」例 7と同様）。 
(8) 起きて泣く子は面憎い       （『日本伝承童謡集成』関東〔栃木〕，p14） 





(10) 守というもの浅ましきものよ      （『日本民謡大観』近畿〔三重〕,p302） 
(11) 子守りコは楽なようで辛いもの    （『日本伝承童謡集成』東北〔福島〕，p82） 






(13) ねんねんかんかん ねんねしな（あやし表現）／ ねんねのお守はどこへ行った 
／ あの山越えて里へ行った ／ 里の土産になに土産 ／ でんでん太鼓に笙
の笛 ／ ねろてばよう ねねのかよう（あやし表現） 
























































































































































                   




           地域の独自性・地域性の反映   
 
              （第八章；8.8，表 8-3. 子守歌詞章の地域差と地域性） 
以上の結果を踏まえ、子守歌詞章は＜ア＞単純な形式・構造：東日本（とくに東北）、＜
イ＞現場的・眼前の事態・受動的・独話的・包括的・主観的：東日本、＜ウ＞働きかけを
する・人為的：関東～近畿、＜エ＞加工的・抽象的・主体的・分析的・対話的・客観的：
西日本（とくに近畿）という地域的傾向に分かれ、＜ア＞＜イ＞と＜ウ＞＜エ＞の対立を
読み取ることができた。 
 ＜ア＞単純な形式・単純な構造：東日本（特に東北） 
＜イ＞現場的・眼前の事態・受動的・独話的・包括的・主観的：東日本 
 
 
＜ウ＞働きかけをする・人為的：関東～近畿 
＜エ＞加工的・抽象的・主体的・分析的・対話的・客観的 
：西日本（特に近畿） 
（第八章；8.8，表 8-4.子守歌詞章の表現特徴の地域的傾向） 
 
本研究においては、以上のような地域的傾向を捉えることができた。こうして捉えられ
る＜ア＞～＜エ＞の傾向は、子守歌詞章のみに特化された傾向ではなく、言語行動の研究
において指摘される傾向と類似する部分も多い。つまり、子守歌詞章内部の問題ではなく、
その他の口承文芸や言語行動の地域的傾向とも十分に関連性があると考えられる。 
 
